
令和年月日 月曜日 第号官 報
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
し
、

株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ
を
株
式
交
換
完
全
子
会
社
と
す
る
株

式
交
換
（
以
下
、「
本
件
株
式
交
換
」
と
い
う
。）に
よ
り
資

本
準
備
金
の
額
が
増
加
し
ま
し
た
の
で
、
資
本
準
備
金
の

額
に
つ
い
て
、
本
件
株
式
交
換
に
よ
る
資
本
準
備
金
の
増

加
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
六
日

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
四
丁
目
二
〇
番
一
〇
号

株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

中
村

明

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
億
四
千
四
百
六
十
四
万
一

千
六
百
二
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
八
億
四
千
四
百
六
十

四
万
一
千
五
百
九
十
八
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
八
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

（
旧
商
号
株
式
会
社
モ
ブ
キ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
で
提
出
し
て
お
り
ま
す
。）

令
和
八
年
四
月
六
日

東
京
都
渋
谷
区
東
一
丁
目
二
六
番
三
〇
号
宝
ビ
ル

八
階

株
式
会
社
Ｗ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

（
旧
商
号
株
式
会
社
モ
ブ
キ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
）

代
表
取
締
役

藪

考
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
五
百
九
十
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
百
十
一
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万

円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

六
十
六
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

令
和
八
年
四
月
六
日

兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
中
島
相
生
梅
二
一
七
四
番
地

近
畿
丸
製
ナ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

濵
中
健
太
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

香
川
県
坂
出
市
林
田
町
四
二
八
五

二
九
七

株
式
会
社
ア
ス
ト
モ
ス
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
四
国

代
表
取
締
役

立
石

浩
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

愛
媛
県
松
山
市
中
央
一
丁
目
一
七
番
三
五
号

株
式
会
社
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

木
下

眞
介

金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
事
業
の
一
部
の
譲
渡
の
公
告

当
社
は
、
適
用
法
令
上
必
要
な
許
認
可
等
の
取
得
等
所

要
の
準
備
が
整
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
令
和
八
年
五
月

七
日
を
効
力
発
生
日
と
し
て
、
当
社
の
第
一
種
金
融
商
品

取
引
業
に
係
る
事
業
の
う
ち
当
社
の
株
式
事
業
を
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
ズ
日
本
株
式
会
社
（
住
所

東
京
都
千
代
田
区
有

楽
町
一
丁
目
一
番
二
号
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
日
比

谷
三
井
タ
ワ
ー
三
〇
階
）
に
対
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
社
の
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
事
業
の
一

部
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
日
比
谷
三
井
タ
ワ
ー
三
〇
階

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

（
証
券
会
社
）

日
本
に
お
け
る
代
表
者

高
島

耕
平

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
百
八
億
四
千
二
百
万
円

（
た
だ
し
、
Ｂ
号
優
先
出
資
に
つ
い
て
金
百
八
億
四
千
二

百
万
円
）
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
四
月
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
モ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

に
よ
り
企
業
年
金
制
度
を
終
了
し
た
の
で
、
当
社
の
確
定

給
付
企
業
年
金
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
六
日

茨
城
県
日
立
市
平
和
町
二
丁
目
一
番
一
号

日
立
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

渡
辺

律
治

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

に
よ
り
企
業
年
金
制
度
を
終
了
し
た
の
で
、
当
社
の
確
定

給
付
企
業
年
金
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第

一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

大
阪
府
大
東
市
南
新
田
二
丁
目
三
番
一
号

石
橋
鉄
工
株
式
会
社
確
定
給
付
企
業
年
金

清
算
人

木
村

雅
世

債
権
申
出
の
催
告
（
第
二
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
に
確

定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型
企
業
年

金
に
債
権
を
有
す
る
も
の
は
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
四
月
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

徳
島
県
徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
一
〇
八
番
地
四

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

重
田

裕
史

債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
社
の
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
四

月
一
日
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に
基
づ
き
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
当
該
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
二
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
確
定
給
付
企
業
年
金
制

度
の
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
六
日

大
阪
市
西
区
新
町
一
丁
目
七
番
一
号

株
式
会
社
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
確
定
給
付
企
業
年
金

清
算
人

奥
村

暢
章
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